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 ₃） 国語科の「ねがい」については，前掲書 ₁ ）に定義した。授業デザインを構成する要素の中心的な存
在であり，教師が望むべき，学習者の学びの姿を記述することになっている。国語科としては言語文
化に関わる価値，見方，感じ方と押さえた。



































 日時場所：2009年 ₈ 月 ₉ 日　安田女子大学
 研修会：安田女子大学免許更新講習「言語力を高める国語科の指導」
 対象：小学校教諭59名
 内容： ₉ 月以降の担当する学年の教材
 ₆） 【2010資料】
 日時場所：2010年 ₇ 月15日　天竜川・浜名湖教育センター
 研修会：平成22年度国語科研修会「言語活動の充実を目指した国語科授業の在り方」
 対象：小学校教諭49名及び中学校教諭 ₉ 名























表 ₁ 　【2009資料】 （数値は項目数）




総数 134 145 34




















表 ₂ 　【2010資料】 （数値は項目数）




総数 66 68 9




総数 11 11 8
































































































































































































































































































































Ⅲ.　成 果 と 課 題
1.　成　　　果
　本稿では授業デザインが持つ可能性を実際の記述を通して検証してみた。そこには「目標」と
「ねがい」の関係について以下のことが明らかになった。
⑴　「目標」を「ねがい」によって，子どもの具体的な学習活動が目標の具現化として記述さ
れている。また，学習活動の最終目標としては，文種によっては「ねがい」の内容が異なっ
ている。たとえば文学的文章では，主題に沿った内容であるし，説明的な文章では自分の生
活を見直す内容が多かった。このことから，「ねがい」に目標の具現化が記述されてきても，
構想の段階としては否めない面がある。むしろ，このことを構想の起点として「ねがい」を
考えていくことが必要である。
⑵　授業を構想する中で，生起されてきた内容というより，全く学習指導要領やシラバス，教
科書にとらわれない，その教師が常に抱いている内容も記述されている。その内容について
155小学校国語科における教育実践臨床研究（₂）
 ₇） 目黒悟「授業デザイン　大事なことは書き方じゃなくて考え方！！～ねがいの明確化～」『看護展望』
Vol.35　メヂカルフレンド社　2010.5　p. 63
 この論攷は看護教育を対象にしたものであるが，目黒悟氏は小中学校教員に向けては教育実践臨床研
究として位置付けて，授業デザインを推奨し，この研究のリーダー的存在である。本研究においても
多くの示唆をいただいた。
は，「話し合いの力を付けてしてほしい」といった言語力として付けてほしい力であったり，
「思いやりを持ってほしい」といった学級における児童の実態に応じた道徳的な内容であっ
たりしていた。これらも「ねがい」として成立すべき内容である。
　このことから，「目標」と「ねがい」について，国語科の授業を考える上で，核心となる要素
と捉え，教師が実際に「ねがい」に何を書くものであるかを見てきた。そして，教師の多くは普
段から「ねがい」はあまり持っていないことが見えてきた。しかも「目標」の具現化とその期待
感が込められた内容が記述がが多かった。しかしむしろ，このことが「ねがい」を考える上での
スタート地点に立つことなのではと考えた。「目標」の具現化の中で，教師は子どもに学んでほ
しいことが生まれてくるのではないだろうか。そして，自分自身の授業へのスタンスが決まり，
「ねがい」が明確化してくるのである。
2.　今後の課題
　教師が授業を単なる目標達成のためのタスクではなく，あくまでも子どもという人間と，教師
という人間がダイナミックに絡み合う学びの場である以上，「ねがい」とはその関係性の中で培
われるものである。教師の成長とは授業技術力の向上ばかりでなく，その人間性の構築でもある。
そのことは，言い換えれば，教師の主観を鍛えることでもあると考える。「ねがい」はその表れ
だと言っていいだろう。その主観＝「ねがい」を中心に他の要素と関係づけながら授業が創られ
ていくのである。
　今後の課題としては以下のことを進めていきたいと考える。
　⑴　「ねがい」に記述されるべきことの内容のさらなる検討
　⑵　「ねがい」と「目標」及び他の構成要素との関係性の分析
　⑶　授業デザインを基にした単元学習及び授業の実践研究
む　　す　　び
　授業デザインは，授業構想という教師が描く授業のイメージである。ここから指導案が書かれ，
授業へと展開していく。その端緒となるべき存在である。特に「ねがい」の存在は大きい。授業
デザインの推進者である目黒悟氏は「『ねがい』は他の誰でもない，自分が教える人として学生
の前に立つ意味である」₇︶ と述べおられるが，「ねがい」とは「教える人」としての「人間観」や
「文化観」といったさまざまな高次のレベルでの観の集まりと言っていいだろう。「ねがい」のあ
る授業がそのダイナミックスを支えるのである。
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